
1．自己紹介
私は、1968 年(昭和 43 年)に東京都町田市でう

まれ、高校までは千葉県で育ちました。当時は、ま
だ自然が多く、雑木林での体験が自分の自然観の原
点になっている気がします。北里大学獣医畜産学部
に進学し、土と環境を考えた緑化について学びまし
た。修士課程では中国内蒙古自治区で半乾燥地での
緑化などの研究を行いました。縁があり 1995 年
(平成 7 年)に札幌の株式会社北日本ソイル研究所
(現(株)イーエス総合研究所)へ入社し、施工管理に
おける土質試験や草地造成地の土壌分析と土壌改良
設計業務に従事しました。その後、会社グループ内
の学校法人常松学園札幌工科専門学校へ移動とな
り、造園緑地、林業担当の教員となりました。
2．技術士試験について
技術士については学生のころから名前は知ってい

ました。さらに、入社当時の上司が技術士であり技
術者としての姿を教わる機会に恵まれました。世の
中の動き、その問題点及び解決に至る技術者として
の考え方、倫理などを指導していただきましたが、
当初は自らの仕事の方向性などが定まらずに受験に
至りませんでした。現在、学校において業界等様々
な関係者と連携し事業を行うことが求められ、より
信頼をされ業務にあたる必要が生じていること、さ
らに、将来技術者を目指し、技術士補試験を受験す
る学生が増えていることなど技術者教育が求められ
ていることから、自らも技術士試験を受験すること
を決意しました。
受験準備として最初に行ったことは、過去の自ら

の業務を振り返る作業でした。業務資料を整理して
おいたことが、大いに役に立ちました。論文試験で
は問題解決が求められますが、業務で協力していた
だいている関係者と普段から分野の問題点を共有で

きていたことが論文作成にとても有効でした。た
だ、普段パソコンに慣れてしまっているせいか、
4,200 文字の論文を手書きするのに苦労しました。
特に、簡単な漢字がすぐ出てこないなど自らのこと
ながら愕然としました。改めて普段から手を動かし
文章を作成することを意識して行いました。ここま
で、筆記試験はほぼ独学でやってきましたが、口頭
試験だけは自力ではどうしようもなく行き詰ってし
まい、業務でお世話になっている技術士の方にアド
バイスをいただき、試験に臨みました。口頭試験で
は、最初に予想していなかった受験部門と業務内容
に関する質問があったことで動揺してしまい、残り
の 19分の記憶があいまいという状況で、不合格を
覚悟し渋谷の街を後にしました。
今回の受験は、自らの仕事を振り返り、再認識す

る作業でした。その中で、上司や同僚、また仕事で
かかわる多くの方々に支えられて仕事をすることが
出来ていたことを改めて感じました。同時に、口頭
試験では、仕事への甘さと不勉強を痛感させられま
した。
3．今後について
技術士の合格には、普段の業務への取り組み方が

とても大切だということがよく分りました。今回は
幸いに合格をいただきましたが、初心を忘れず、今
まで以上に研鑽を続け、技術士としていま日本の森
林林業が抱えている問題の解決に少しでも貢献でき
るような仕事をしていきたいと思います。また、こ
のように業務にかかわる姿を示すことで、技術者を
目指す学生の力になれればと思っています。
最後になりましたが、ご指導いただきました理事

長先生をはじめ、職場及び関係者の皆さま、そして
家族にこの場を借りて心から感謝申し上げます。あ
りがとうございました。
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技術士 2次試験に合格して
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